
１６８

【
編
集
後
記
】 
講
師
の
中
で
最
も
早

口
の
一
人
だ
っ
た
中
岡
望
さ
ん
も
歳

と
と
も
に
だ
い
ぶ
ゆ
っ
く
り
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
大
学
の
講
義
で
は
ど

う
な
の
か
、
取
材
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
講
演
前
日
が
卒
業
式
と
か
で
流

行
の
袴
姿
の
女
子
学
生
に
囲
ま
れ
て

い
た
の
か
と
思
い
き
や
一
人
も
い
な

い
由
。
理
由
は
単
純
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

系
女
子
大
だ
か
ら
で
す
。

　

バ
ン
カ
ー
出
身
の
作
家
は
結
構
い

ま
す
が
、
ナ
ン
バ
ー
２
ま
で
登
り
つ

め
た
後
の
転
進
は
三
戸
岡
道
夫
さ
ん

く
ら
い
の
も
の
で
し
ょ
う
。
気
を
つ

け
て
い
る
と『
二
宮
金
次
郎
の
一
生
』

な
ど
は
毎
月
の
よ
う
に
新
聞
に
広
告

が
載
っ
て
い
て
、　

年
前
の
初
版
が

１０

目
下　

刷
、
大
変
な
も
の
で
す
。
本

３１

名
は
大
貫
満
雄
さ
ん
で
、
ペ
ン
ネ
ー

ム
の 
謂 
れ
は
多
少
い
い
加
減
で
す
。

い
わ

　

講
演
前
の
写
真
撮
影
の
際
、
東
洋

経
済
の
緒
方
カ
メ
ラ
マ
ン
が
川
本
裕

子
さ
ん
の
振
袖
姿
の
写
真
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
大
証
の
社
外
取
締
役
を
し
て

い
る
関
係
で
今
年
の
大
発
会
の
セ
レ

モ
ニ
ー
に
参
加
し
た
と
き
の
写
真
で
、

「
う
れ
し
い
」を
連
発
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
経
済
倶
楽
部
の
講
演
会
に
も
一

度
、
和
装
で
登
場
い
た
だ
け
る
と
会

場
は
盛
り
上
が
る
で
し
ょ
う
。

　

早
大
の
先
生
が
二
週
続
い
た
の
は

あ
ま
り
記
憶
に
な
い
で
す
が
、
原
田

泰
さ
ん
は
「
私
は
ま
だ
な
り
立
て
だ

か
ら
」
と
開
口
一
番
、
弁
解
し
て
く

れ
ま
し
た
。
元
官
庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

と
は
思
え
ぬ
歯
切
れ
の
良
さ
が
身
上

で
、
昨
今
は
リ
フ
レ
派
の
中
心
人
物

の
一
人
と
し
て
活
躍
中
。
講
演
で
自

ら
笑
う
の
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

次
号
は
後
藤
謙
次
氏（
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
参
院
選
）、
藤
本
隆
宏
氏（
日

本
の
も
の
づ
く
り
現
場
）、
叶
芳
和

氏（
ア
ジ
ア
と
日
本
）、
伊
藤
元
重
氏

（
日
本
経
済
展
望
）で
す
。 
（
Ａ
＊
Ｔ
）
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